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コンサルタント訪問・完！ 
ご無沙汰しております。少々期間が空いてしましました。９⽉

２⽇、３⽇に前号でもお知らせしたコンサルタント訪問を無事に

終え、しばし燃え尽きておりました・・・（というよりも、この

訪問の準備のために後ろへ後ろへと押しのけていたあんな仕事や

こんな仕事が顔を出し、それらをこなす⽇々でした・・・笑）。 

 

２⽇間の訪問期間中は授業の参観や校内の設備や掲⽰物の確認

を⾏なっていただいた他、⾯談ではほぼ全員の教職員だけではな

く、管理職、⽣徒、保護者、図書館職員、教育委員会、教育⻑と

⾮常に幅広くご協⼒をいただきました。 

 
みなさんの受け答えが本当に素晴らしく、隣で記録をとってい

た私も⿐⾼々でございました。Team⿅追の⼒が「世界Level」
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であることを認定いただく⽇も近そうだなと⼿応えを感じること

ができる２⽇間でした（まだまだやることは⼭ほどありますが

…）。 

 

実際にどんなことを聞かれたり話したりしたか気になるところ

かと思いますので、今号では⽣徒⾯接の模様を紹介させていただ

きます。 

 

生徒面談 
前号でもお伝えした通り、今回の⽣徒⾯談を受けてくれたの

は、 

 



このポスターを⾒て快く協⼒を申し出てきてくれた6名の⽣徒

の皆さんです。《１学年︓遠藤くん ２学年︓浅野くん、⻲井く

ん、⻄垣さん、横岡くん ３学年 鈴⽊（康）くん》 

 

30分間の⽣徒⾯談で、コンサルタントの⼤⻄ 洋先⽣からいた

だいた質問は以下の通りです。まずはご⾃⾝ならどのように答え

るかを考えてから続きをお読みいただければと思います。 

 

① IB のプログラムでどのようなことを学んでいますか。どのような特徴があると思いますか。

良いと思うところや難しいと思うところを教えてください。 

② 総括的評価課題の取り組みは難しいと思いますか。 

③ ペーパーテストの評価とは違い、ルーブリックでの評価されることは今までにあまりなかった

ことだと思うが、今実際に返ってきている評定には納得・満足をしていますか。 

④ 総括的評価課題の取組には前向きに取り組めていますか。 

⑤ IB の専門用語について、どういうものだと理解しているか聞いていきます。 

１：学習者像とは？（授業や学校生活の中でそれを意識する場面はあったか）  

２：ATL スキルとは？（授業や学校生活の中でそれを意識する場面はあったか）  

３：概念とは？（重要概念、関連概念って何か出せる？）  

４：グローバルな文脈とは？ 

⑥ これは面白かったなーという総括的評価課題はありますか？ 

⑦ 学問的誠実性って聞いたことありますか？あなたが課題を提出する時に注意していることはど

んなことですか？ 



 

んー、どれもなかなか難しい質問ですよね。  

果たして６名は緊張の中上⼿く答えることができたのでしょう

か︖ 

 

実際に答えてくれた内容をそれぞれいくつか抜粋してご紹介し

ます。↓ 

 

 
① IB のプログラムでどのようなことを学んでいますか。どのような特徴があると思いますか。良いとこ

ろと難しいところを答えてください。 

 

横岡くん︓総括的評価課題の中で「⾃分で考えて取り組む」「⾃分で挑戦する」と

いう授業が多いと思う。独創的なアイディアが⽣まれたり、⾃分なりにできるのは

良い。意⾒が合わないときなどは⼤変だと思う。 

 

⻄垣さん︓良い⾯としては板書をしない分、考える時間だったり、新しいアイデア

を友達と考える時間に回せていること。作る機会が多い分プレゼンも上達したと思

う。意⾒がぶつかった時は⼤変だけどそれは⼤⼈になってからもあること。今学⽣

のうちにいざこざを乗り越えるスキルを⾝につけておくのは⼤事だと思う。悪い⾯

としては⾃分で考えなきゃならない分、提⽰された課題によってはどうすればいい

か悩むこと。 

 



浅野くん︓⾃主的な学習を⽬的にしている感じなので、⾃分でやる。⾃分で⾏動す

るというところが⾝につけられると思う。⾃分で頑張ることを決められるのが良い

点。悪い点は今までは定期テストが⼀番成績に関わったが、これからは総括的評価

課題が成績に響くというので良い成績を取れるのか不安に思う。でも今のところ総

括的評価課題の成績は⾃分が努⼒した分の結果が返ってきていると感じる。 

 

⻲井くん︓IB の狙いは全体的な視野だと思う。これまでの板書中⼼の授業は⼀⽅通

⾏の直線的で⼀つの側⾯でしか⾒られない感じだった。⼀⽅その⼈が「⾒よう」と

思わなければ⼀つの側⾯のままで終わってしまうことがあると思う。そういう⼈は

IB らしい学びがない上に学習量が減ってしまうことになる。 

 

鈴⽊くん︓今まで受動的な学習だったのが、⾃ら動くようになったので、⾃分での

やりやすさが上がった。板書中⼼の授業ではここまで（低め）だった学びが、⾃分

次第でもっと上げていけるのがメリットだと思う。同時にそれは差が付きやすいと

いうことなのでデメリットにもなるかもしれない。まだ総括的評価課題がこれまで

の定期テストと同等のものと分かっていない様⼦の⼈がいたりするので取組に差が

出ているように思う。 

 

遠藤くん︓IB でない中学校で過ごしたことがないのでよくわからないが、⼩学校の

時はノートに書いてあることからテストという感じだったけど中学校ではそれだけ

ではなかった。中学校の勉強では１⽇にノートを何ページも書いたり、暗記したり

することが多いよと聞いていて、⾃分はどちらも苦⼿だったので⼼配していた。IB



の勉強ではそういう時間ばかりではなかったので⾃分が思っていたよりも取り組み

やすくて安⼼した。 

 

 

② IB の専門用語について、どういうものだと理解しているか一つずつ聞いていきます。 

１：１０の学習者像とは？（授業や学校生活の中でそれを意識する場面はあったか）  

→⻲井くん︓未来で良い⼤⼈になるために必要になっていく能⼒を 10 個集めたも

の。意⾒を隣の⼈と交流しようという場⾯や振り返りの場⾯など⾊んな場⾯で使っ

ていると思う。 

 

２：ATL スキルとは？（授業や学校生活の中でそれを意識する場面はあったか）  

→浅野くん︓IB で⾃主的に学びを進めるために必要になるスキルだと思う。 コミ

ュニケーションスキルなどチームで学ぶために必要なスキルや、国語であれば⾃分

の考えた意⾒を批判的に考える時に使うスキルがある。学⽣時代は学習をより良く

するために使えるし、⼤⼈になっても必要だなと思う。 



横岡くん︓今の仕事はやってと⾔われたことをこなすことが多いが、これからは変

わっていく。AI が登場していくから。このスキルは AI にできないことが集まって

いると思う。 

 

３：概念とは？（重要概念、関連概念って何か出せる？） 

→・・・？？ 

 

４：グローバルな文脈とは？ 

→・・・？？？！ 

 

③ これは面白かったなーという総括的評価課題はありますか？ 

→浅野くん︓歴史でやった、キリストの布教が良いものかどうかについて⾃分が家

⾂という設定で⽀配者に⼿紙を書くという授業はユニークで⾯⽩いなと思った。 

 

鈴木くん：理科の学習で現在普及しているリチウムイオン電池に代わる次世代の新

しい電池についてネットショッピング⾵に紹介しようという課題があった。⾃分は

プレゼンを作ったりするのが好きなので楽しかったし、クラスメイトの発表も聞け

てより理解できたし⾃分に合った学習だと思った。 

 

④ 学問的誠実性って聞いたことありますか？あなたが課題を提出する時に注意していることはどんなこ

とですか？ 

→聞いたことはある。課題提出の時に気をつけること。例えば参考⽂献など使った

ものを載せること。提出物の期限を守ること。課題に沿った内容になっているかに

気をつけること。 参考⽂献を書かなかったり、盗作のようになっていると評価が

下がるというのがルーブリックにも書かれていた。 

 



いかがでしょう。 ⾃分が12-15歳の頃に、⼤⼈相⼿にこんな

⽴派なことは絶対話せなかったなと私は思います。⼤⼈顔負けと

はこのことです。 

 この⾯接の場⾯もそうですが、IBを取り⼊れ、⽣徒を主体に

した学びを学校全体で進めていると、⾃分はこれまで中学⽣がで

きることやその可能性について、勝⼿な線引きをしていたのでは

ないかと思い知らされる瞬間が多くあります。嬉しさ半分、これ

までの⼦どもたちへの申し訳なさ半分です。⿅中⽣の今後のさら

なる成⻑が楽しみです。 

 

そんな彼らでも「概念」や「グローバルな⽂脈」という質問に

ついてはなかなかうまくは答えられませんでした。しかしそれも

そのはず。これらの新しい⽤語についてはまだ私も先⽣⽅も、み

なさんにきちんと説明できるほど深い理解に⾄っていないものだ

からです。 

使いこなせれば⾮常に強⼒な武器になるようですが、そこに⾄

るまでにはもう少し修⾏が必要そうです。 

 

まずは我々教員が１⽇も早く使いこなせるようになり、⽣徒の

みなさん、保護者のみなさんにお伝えしていくということが当⾯

の⼤きな課題の⼀つといえます。 

 



次号ではこのように、訪問を終えてコンサルタントの先⽣から

ご指摘いただいた、本校が認定に向けて（🟰より良い教育を提供

するため）解決していくべき「課題」についてお伝えしていけれ

ばと思います。 

 

最後までお読みいだたき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※現在本校⽣徒が取り組んでいる「Unit2」の総括的評価課題 

総括的評価課題概要まとめ《１年⽣編》 

 

 



バックナンバー 概要 

鹿中 IB 通信ＮＯ.1 

↑クリックするとア

クセスできます。 

この通信の趣旨や国際バカロレアとは何か？に

ついて書いています。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.2 年度当初に行った生徒向けの IB オリエンテーシ

ョンについて書いています。当日の動画や資料

も見られます。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.3 こちらは保護者向けの IB オリエンテーション

と、同日行われた参観授業（国語）を I B 視点

で解説しています。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.4 参観授業紹介第二弾です。理科の授業の内容を

《概念》と絡めて書いています。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.5 参観授業紹介ラストです。社会と保健体育の授

業の内容から《IB で知識の定着にかける時間が

減る問題》に対する工夫について紹介していま

す。 

鹿中 IB 通信 NO,6 IB 教育の大きな柱である ATL スキルと１０の学

習者像とはどういったものかについて、道徳の

授業実践を元に解説しています。 

https://drive.google.com/file/d/1yuHhE6p-QG5e_HU8OzqgjrBpC9aNM6pq/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1SJcN8x0dCe_eQZ9eTgyjDsfr9zpf9ugz/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/174fwfi3vZXca7e8olpysXpyf5q7QwZbA/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1lVqeMRrwIXXZ5YSm7_Kl1O2d2TtGS-ME/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1sljC9_kW2Q0Aj98TvuS19T5Qvh9dJgxd/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1VJyesCFTYRXARcuDxZPNK9oLM7yEYo96/view?usp=share_link


 

 

鹿中 IB 通信 NO,7 十勝毎日新聞の記事になったというお話と、1

学年の Unit1 総括的評価課題の概要一覧を紹介

しています。 

鹿中 IB 通信 NO,8 子どもたちが「総括的評価課題」に取り組む様

子の紹介と、２学年の Unit1 総括的評価課題の

概要一覧を紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,9 「SA」「CP」についての説明の前段としてのお

話しと、３学年の Unit1 総括的評価課題の概要

一覧を紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,10 「SA」についての具体的な説明や生徒たちの夏

休みの宿題について書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,11 「コンサルタント訪問」についての説明や面談

に向けての生徒や保護者のみなさまとのやりと

りについて書いています。 

https://drive.google.com/file/d/1Y4Omureve_C9_dUxLNO4-1Ld-B1aTyQ_/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1tPx7-9YfVCejoTyDZUyDmi6CbCLG7K7A/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1VnZzQ13R8PKi4zUFFLg1P-3EZ0JeePdd/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/10sb8n2UM0rkTY3F-1SJ9gkjjJ8SRGT4Z/view?usp=share_link
https://shikaoi.sharepoint.com/:b:/s/allstaff-415/EVLTRTid_AtDsjXygW5ZR_ABETDFihuyRyRXQM_mtq4-0Q?e=vmgmuc

